
オイルピークにおける生き方、企業経営 

 

石油を使わないということは、我々社会の基本的な考え方の枠組み、すなわち

パラダイムが変わることであります。パラダイムが変わる世の中では新しい生

き方、企業経営が必要になります。 

 

例えば、石油を大量に使って生産する商品があったとします。経営方針として

は、その生産工程全体をより合理化しながら維持するやり方と、石油消費を抑

える新たな商品開発を行うやり方があります。前者を合理的イノベーション、

後者を破壊的イノベーションと呼びましょう。 

 

合理的イノベーションでは、確実な経営でしばらくは成長するでしょう。破壊

的イノベーションの場合、開発にリスクが伴い、しばらくは利益がでません。

しかしながら、開発アイテムのうちのいくつかは、結果として破壊的な力を持

つことになり、従来から存在していた優位なアイデアを覆していきます。産業

の下部構造であるエネルギーの情況によって、上部構造であるビジネス・産業

構造の大半をほとんど有無を言わせず変革されることになりますので、旧来の

ビジネスの基盤が崩れていくことになります。 

 

１９８５年来２０ドル前後を保持してきた原油価格は、２００３年から急騰し、

２００６年８月には８０ドルを伺う状況となりました。１１月現在は６０ドル

をめぐる価格帯に落ち着いていますが、わずか２～３年前との比較では３～４

倍に高止まりしていることを意識する必要があります。その意味では「安く豊

かな石油」をベースにした産業基盤はすでに消失した、と理解すべきで、今後

は「高くて乏しい石油」をベースにした産業構造に急速に変化していくと考え

られます。 

 

問題は、私たちの意識です。第二次オイルショックが過ぎた１９８５年からつ

い最近までの約２０年間はとくにその傾向が強いのですが、「安く豊かな石油」

をベースとした産業が大きく発展してきました。多くの産業人はその強烈な成

功体験を持っていますので、このままの状態が未来永劫続くものだと、心のど

こかで願っています。ある意味では頭でわかっていても、より深い意識から発

生する行動はその成功体験に根ざしていると考えられます。いわゆる「わかっ

ちゃいるけどやめられない」状態とでも言うのでしょうか。メタボリックシン

ドロームだと言われても、その生活習慣をやめられないこととよく似ていると

思われます。 



 

メタボリックシンドロームの議論でよく出てくるのは内臓の周りにたまった脂

肪、内臓脂肪です。内臓脂肪は適度な量である場合には、身体の健康維持のた

めに極めて有効な働きをします。しかしその量が大きすぎると、体にとっては

てきめんに悪い作用をし始めます。対策を怠るとやがて生活習慣病の原因を作

ってしまうようなことになります。 

 

今、内臓脂肪をＧＤＰとたとえてもいいかもしれません。ＧＤＰは生活の豊か

さを表す指数として、つい最近までは使われてきました。ＧＤＰの成長はその

社会にとってはプラス、という共通の認識があったわけです。日本の場合、現

在一人当たりのＧＤＰが３５０００ドルを越えています。しかし、未だにその

成長は生活の豊かさを表す指数として有効なのかどうかは、考え直すべきかも

しれません。一年あたり３万人以上も自殺する社会、いじめが横行する社会、

エリートたる県知事などの腐敗が毎日のように報道される社会は、とてもＧＤ

Ｐがトップクラスであったとしても、豊かな社会ではあっても幸福な社会と言

うことはできないでしょう。しかしながら、ＧＤＰ成長はよい、というパラダ

イムがこの社会を覆っています。 

 

オイルピークは必ずやってきます。もし石油が不足した場合、破壊的イノベー

ションが合理的イノベーションを駆逐するはずです。 

たとえば、最近、軽自動車の登録台数が記録的に伸張して、スズキがホンダを

抜いて第三位になりました。理由を推察するのはきわめて簡単です。ガソリン

をたくさん消費する大型車の販売が伸びず、軽自動車を中心とした小型車が伸

びるわけです。単純なことですが、ガソリンが安いときは車というのは単なる

移動手段ではなくて、スポーツする道具であり、ある意味ではステータスシン

ボルであったわけです。基本的に自動車というのは移動手段のひとつなわけで

すが、「安全・確実に移動できます」というような広告宣伝を打ってもその販売

量が伸びることはまず考えられません。むしろ「移動」だけではなく、その快

適さや加速性能や居住性などという、「移動」手段とは少し違う「性能」を宣伝

することによってその販売を促進してきた歴史があります。今ここにきて軽自

動車が売れているということは、ガソリンの価格上昇とともに、その「パラダ

イム」が変化してきたひとつの小さな例かもしれません。 

 

「安くて豊かな石油」をベースにしたビジネスモデルはいくらでもあります。

典型的なもののひとつは、ＪＩＴ＝Ｊｕｓｔ Ｉｎ Ｔｉｍｅに代表される生

産システムです。このシステムは、生産する側にとっては極めて「効率的」で



すが、部品・資材などを納入する側にとっては、必要なものを必要なときに必

要な数だけ、納入しなければならない生産システムです。この場合、モノを輸

送するというコストはほとんど無視されているかのようです。輸送効率から考

えるととんでもなく非効率的なシステムになっています。 

また、全国に展開するコンビニエンスストアーの場合も、一日に数回ものデリ

バリーを継続させていることによって成立するビジネスモデルです。その結果、

私たちに便利さと快適さを享受することができています。今やそれが当たり前

のように思うほど徹底した感があります。しかし、小口の商品を、輸送効率を

無視して運ぶようなシステムは、ＪＩＴと同様きわめて輸送のエネルギー効率

を無視している考え方だろうと思われます。 

「高く乏しい石油」の時代になった場合は、通用する生産システム・ビジネス

モデルではなくなってしまう可能性があります。 

 
一人を１Km運ぶのに消費するエネルギー（２００２年度） 
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上図は人一人を１ｋｍ運ぶのに要するエネルギー比較です。オイルが安い時代

には当たり前の考え方が、高くなった場合には通用しないのは、上記のような

ことがベースになります。車は鉄道に比べて１２倍もエネルギーを使わなけれ

ば成立しない「道具」なのです。 
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鉄道を１００とする 

出所 EDMCエネルギー・経済統計要覧 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注）鉄道＝100とした場合 

出所）「2000年版EDMCエネルギー・経済統計要覧」より作成 
 

 

 

次の図は貨物の場合です。 

自動車による輸送は鉄道を使う場合の実に１４倍もエネルギーを食う、という

ことになっています。しかしながら、この１４倍のエネルギーにかかわるコス

トも、エネルギーが「豊かで安い」場合には、実際今まで通用してきたコスト

（＝お金の尺度で測定したマネーコスト）の考え方では、鉄道を使ったコスト

よりも安くなってしまいます。 

 

コストに対する共通の考え方、これもひとつのパラダイムです。したがって、

生産効率に対する考え方も、生産コストという考え方も、その変革には多くの

抵抗があるでしょう。今の経営学で教えるコストはすべてマネーコストがベー

スになっているわけですから、このパラダイムはきわめて強固なものと考える

必要があります。 

 

これからの企業経営においては、オイルピークを意識し、「なるべく石油を使わ

ない」という方針が重要になるはずです。（文責：小川修） 

 


